
　１０月１１日、１２日に山岡町 下  手  向 地区の
しも とう げ

 白  山 
しら やま

 比  � 神社で、県重要無形民俗文化財の獅子舞が行われまし
ひ め

た。平成２年に指定された「悪魔払い」は、振袖を着た男性が嫁獅子を舞うものです。五穀豊穣、無病息災な
どを願い地区内４カ所でも舞を披露します。好天に恵まれた両日は、約３００人の人出でにぎわいました。

１１１№１１６

2009（平成21年）

特集みのじのみのり祭
特集決算
お知らせ
掲示板・ビバ地場フェスタ
情報ＢＯＸ
えな自慢

２ ～３
 ４ ～９
 １０～１３
 １４～１５
 １６～１９
 ２０  

主な内容
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９
月　

日
と　

日
、
Ｅ
Ｎ
Ａ
み
の
じ
の

２６

２７

み
の
り
祭
が
開
催
さ
れ
、
約　

万
人
の
来

１１

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
昨
年
に
続
き
明
智
町
に
も
会

２６
場
を
設
け
、
秋
の
味
覚
を
炭
火
で
味
わ
う

マ
ツ
タ
ケ
焼
き
や
、
市
内
各
地
の
太
鼓
の

競
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
夜
の
恵
那
会
場
で
は
、
み
こ
し
の

競
演
が
あ
り
、
企
業
・
サ
ー
ク
ル
な
ど　
１３

団
体
が
参
加
。
迫
力
と
個
性
あ
ふ
れ
る
み

こ
し
に
、
観
客
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
競
演
は
、
御
所
の
前
組
の
「
三
世

代
交
流
」
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

み
こ
し
競
演
入
賞
団
体
は
次
の
と
お
り
で

す
。
優
秀
賞
＝
恵
那
や
ろ
ま
い
会
、
敢
闘

賞
＝
永
田
み
こ
し
会
、
創
作
力
賞
＝
恵
那

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
バ
ロ
ー
、
団
結
力

賞
＝
大
井
し
ぶ
ろ
く
会
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
賞
＝
恵
那
市
職
員
互
助
会 
。

　

２
日
目
の　

日
は
、
恵
那
会
場
の
恵
那

２７

駅
前
な
ど
で
マ
ツ
タ
ケ
焼
き
が
行
わ
れ
、

バ
ロ
ー
駐
車
場
で
は
市
内　

地
域
の
味
覚

１３

や
特
産
品
を
集
め
た
「
ふ
る
さ
と
ま
ち
じ

ま
ん
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は

存
分
に
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲みこしの競演で最優秀賞に輝いた御所の前組のみこし

▲マツタケの販売を待ちわびるお客さん

み
こ
し
に
熱
狂
、
秋
の
味
覚
に
舌
鼓

▲

祭
を
盛
り
上
る
E
N
A
レ
ン
ジ
ャ
ー
参
上

みのじの
みのり祭

3　2009.11.1

▲恒例の２００�焼きマツタケ。ことしも多くの人でにぎわいました

▲明智会場で行なわれた各地の太鼓の競演

▲○×クイズで盛り上がる明智会場

▲

市
内
各
店
舗
の
ハ
ヤ
シ
の
恵
ち
ゃ
ん
の
食
べ
比
べ
も
好
評

▲さまざまな団体がパフォーマンスを披露
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一般会計
（歳入）

２５.９％

歳入総額　２８６億７,６７７万円

３１.７％

１１.７％

県支出金
７.５％

国庫支出金
４.８％

１３.６％

市の事業に
対する国や
県からの補
助金

市税
市民税や固定
資産税など

地方交付税
全国の市や町の
行政サービスに
差が出ないよう
にするための国
からの交付金

市債
　道路などを
　造るための
　借入金

その他
　　繰入金や使用
　　料及び手数料
　　など

　

平
成　

年
度
の
市
の
決
算
が
確
定
し
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に
ど

２０

の
く
ら
い
お
金
が
入
り
（
歳
入
）、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
（
歳
出
）
か
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
決
算
を
す
る
こ
と

で
、
市
の
財
政
状
況
の
分
析
が
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
の
歳
入
総
額

は
、
４
９
０
億
２
９
４
８
万
円
。
歳
出
総
額
は
４
７
８
億
６
０
３
６
万
円
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き
額
は
、　
１１

億
６
９
１
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
確
定
し
た
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
係
（
内
線
３
５
２
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、　
１４

億
０
１
８
１
万
円
で
、
平
成　

年
度
へ
予

２１

算
を
繰
越
し
た
大
井
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
事
業
な
ど
に
か
か
る
財
源
２
億
０
９

７
１
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、　

億
９
２
１
０
万
円
の
黒
字
で
す
。

１１

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が　

億
８
２

９０

２
１
万
円
で
歳
入
総
額
の　

・
７�
を
占

３１

め
、
市
税
が　

億
２
４
１
６
万
円
（　

・

７４

２５

９�
）、
借
金
で
あ
る
市
債
は　

億
４
７

３３

６
０
万
円
（　

・
７�
）
で
し
た
。

１１

　

そ
の
ほ
か
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
と
し
て
、
県
支
出
金
が

　

億
３
５
５
４
万
円
（
７
・
５�
）、
国
庫

２１支
出
金
が　

億
８
２
５
７
万
円
（
４
・
８

１３

一
般
会
計
の
決
算
状
況

繰越金
４.８％

市
の
決
算
概
要

平
成　

年
度

２０

【
主
な
事
業
】

□原前田線

　（大井町・写真右）　

　事業費＝７０,１２５千円

　延長＝１３４.９�

□飯田洞バイパス

　（上矢作町・写真左）

　事業費＝１０７,９１６千円

　延長＝９６１.２�

道路橋りょう新設改良

歳
出
総
額
は　

億
円

４７９

5　2009.11.1

歳出総額　２７２億７,４９６万円

一般会計
（歳出）

総務費
１５.５％

民生費

１９.９％

公債費

１５.３％

衛生費

１２.２％
土木費
１１.５％

教育費
１１.１％

その他

１４.５％

�
）
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
育
所
の
運
営
や
福
祉
医

療
費
な
ど
の
民
生
費
が　

億
２
０
０
１
万

５４

円
で
歳
出
総
額
の　

・
９�
で
し
た
。
地

１９

域
振
興
基
金
積
立
金
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

施
設
整
備
費
を
含
む
総
務
費
は
、　

億
３

４２

２
５
２
万
円
（　

・
５�
）、
ご
み
処
理
や

１５

し
尿
処
理
の
経
費
を
含
む
衛
生
費
は
、　
３３

億
４
１
８
３
万
円
（　

・
２�
）、
土
木
費

１２

　

億
３
１
３
０
万
円
（　

・
５�
）、
教
育

３１

１１

費　

億
１
６
３
８
万
円
（　

・
１�
）
と

３０

１１

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
借
金
の
返
済
で
あ
る
公
債
費
は
、

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
的

資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
を
行
い
、　
４１

億
６
８
４
０
万
円
と
歳
出
総
額
の　

・
３

１５

�
を
占
め
ま
し
た
。

　ケーブルテレビ施設整備

事業費＝４３８,５８５千円

幹線工事実施区域＝山岡町・串原など

設置件数＝３,１１７件

消防防災センター

透析センター

大井第二小学校大規模改修

事業費＝２１１,０６２千円

内装木質化・外壁塗装

事業費＝２３６,６３０千円

人工透析２０床（国保岩村診療所）

事業費＝７９４,７０２千円

鉄筋コンクリート造　３階建

延べ面積＝３,１４２.７１�
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サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）、
簡
易
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
駐
車
場
、
公
共
下
水
道
、
財

産
区
（
遠
山
・
上
）、
後
期
高
齢
者
医
療
の

事
業
を
進
め
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
決
算
状
況

企
業
会
計
の
決
算
状
況

歳入歳出決算差引額歳　出歳　入
２,９００万円５１億０,２２１万円５１億３,１２１万円国民健康保険

△２,８０８万円５億７,６０４万円５億４,７９６万円老人保健医療
８,４１２万円３６億８,２８７万円３７億６,６９９万円介護保険（事業勘定）
９９５万円４億２,７３２万円４億３,７２７万円 （サービス事業勘定）
７０３万円１５億０,０９５万円１５億０,７９８万円簡易水道
１万円２億７,３０３万円２億７,３０４万円農業集落排水

１９３万円６,３２６万円６,５１９万円駐車場
４２３万円１７億６,８７１万円１７億７,２９４万円公共下水道
１０万円４１万円５１万円遠山財産区
１０３万円４５７万円５６０万円上財産区
１８６万円５億４,０４６万円５億４,２３２万円後期高齢者医療

１億１,１１８万円１３９億３,９８３万円１４０億５,１０１万円計

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
、
設
置
し
て
い
る
会
計
。
そ
の
収
入

（
歳
入
）
は
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
て
、
一

般
会
計
と
は
分
け
て
収
支
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
特
別
に
経
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は　

の
特
別
会
計
が
あ
り
、
そ
れ

１０

ぞ
れ
の
会
計
で
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
医
療
、
介
護
保
険
（
事
業
勘
定
と

　水道事業会計

　介護老人保健施設事業会計 　病院事業会計

収益的収支決算

３６億２,３６２万円収入

３６億０,８５１万円支出

資本的収支決算

１億１,９８３万円収入

１億６,４７１万円支出

収益的収支決算

４億３,９２０万円収入

４億４,４４９万円支出

資本的収支決算

１,５１９万円収入

３,５３１万円支出

収益的収支決算

８億８,２５４万円収入

８億１,４３２万円支出

資本的収支決算

４億２,８３６万円収入

７億８,６２３万円支出

事業概要

給水件数 　 　　１０,７８６件
総配水量　　   ４,１２０,１７１�
１日平均配水量　１１,２８８�
１人１日平均使用量　３２０.０３�

□市立恵那病院
年間外来患者数　６７,２８４人
入院患者数　　　５５,５９０人
□国保上矢作病院
年間外来患者数　３３,０３４人
入院患者数　　　１９,３０５人

事業別利用者数

入所事業 　　　３１,７７２人
短期入所事業      ２,０５８人
通所リハビリテーション　３,０４９人

　▲大崎浄水場

　▲介護老人保健施設ひまわり 　▲市立恵那病院

　

企
業
会
計
と
は
、
一
般
の
会
社
と
同
じ

よ
う
に
、
独
自
の
収
入
で
そ
の
経
費
を
賄

う
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
で
す
。

▼
収
益
的
収
支
＝
１
年
間
の
事
業
活
動
に

よ
り
得
ら
れ
る
収
益
と
費
用
を
表
し
た
も

の
で
す
。

▼
資
本
的
収
支
＝
１
年
間
に
支
出
し
た
施

設
の
経
費
と
、
そ
の
財
源
と
な
る
収
入
を

収
支
で
表
し
た
も
の
で
す
。

　国民健康保険診療所事業会計

収益的収支決算

５億３,０４５万円収入

５億２,９００万円支出

資本的収支決算

２億６,２５２万円収入

２億６,３０１万円支出

□６診療所
（三郷、飯地、岩村、山岡、
串原、上矢作歯科）
年間外来患者数　５１,２４３人

　▲国民健康保険岩村診療所

借
金（
市
債
）の
状
況

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

□
市
民
１
人
、
約
１
０
７
万
円
の
借
金

５９７億１,３５７万円市債の現在高
３７４億６,８１５万円一般会計
１８０億８,３４９万円特別会計
４１億６,１９３万円企業会計

借
金
の
総
額
は
５
９
７
億

１
３
５
７
万
円
で
、
昨
年

度
と
比
べ　

億
６
６
３
１

１５

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

借
金
を
市
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
、
１
０

７
万
０
７
１
１
円
と
な
り

ま
す
。（
平
成　

年
３
月

２１

　

日
現
在
の
人
口
５
５
７

３１７
０
人
）

平
成　

年
度

２０

市
の
決
算
概
要

7　2009.11.1

経営健全化基準恵那市の数値会計名指標名
２０.０�―水道事業会計

資金不足比率

２０.０�―病院事業会計
２０.０�―介護老人保健施設事業会計
２０.０�―国民健康保険診療所事業会計
２０.０�―簡易水道事業特別会計
２０.０�―農業集落排水事業特別会計
２０.０�―公共下水道事業特別会計

財政再生基準早期健全化基準恵那市の数値指標名

健全化
判断比率

２０.００�１２.６４�―実質赤字比率
４０.００�１７.６４�―連結実質赤字比率
３５.０�２５.０�  １４.２�実質公債費比率

３５０.０�１００.７�将来負担比率

１６億４,６１２万円特別会計に属する基金
８億６,９６９万円国民健康保険給付基金
３億２,３７４万円介護保険給付基金
１億９,７６０万円駐車場施設整備基金
８,６０１万円農業集落排水基金
７,３４９万円下水道基金
　９,５５９万円その他

１億０,０２９万円企業会計に属する基金
９,５１９万円積立金（介護老人福祉施設）
５１０万円その他

１２億１,４８３万円定額の資金を運用する基金
９億６,３６６万円土地開発基金
２億１,２１８万円奨学資金貸与基金
３,８９９万円その他

貯
金（
基
金
）の
状
況

７８億５,２０４万円一般会計に属する基金
２７億７,７８９万円財政調整基金
１７億６,６７２万円地域振興基金
９億６,００６万円地域福祉基金
６億６,５６３万円公共施設整備基金
５億０,８５３万円市民のまちづくり基金
３億２,０８１万円簡易水道経営安定化基金
２億８,７３８万円地域づくり基金
１億０,６８２万円シアタ－恵那関連基金
１億０,００１万円国際交流振興基金
８,８７１万円ふるさと創生基金

２億６,９４８万円その他

□
貯
金
は
市
民
１
人
当
た
り
約　

万
円

１９

　

市
の
貯
金
の
総
額
は
１
０
８
億
１
３
２

８
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
２
億
７
９
２

６
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
当
た
り
の
貯
金
が
、　

万
３

１９

８
９
１
円
あ
る
状
況
で
す
。

財
政
の
健
全
度
の
状
況

□
財
政
力
が
０
・
０
１
１
ポ
イ
ン
ト
増

　

財
政
力
指
数
は
、
市
の
財
政
力
（
体
力
）

を
示
す
指
数
で
す
。
こ
の
指
数
が
高
い
ほ

ど
、
税
収
な
ど
の
自
己
財
源
に
余
裕
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
０
・
５
３
９
か
ら
、
０
・
５

５
０
と
な
り
、
０
・
０
１
１
ポ
イ
ン
ト
財

政
力
が
上
昇
し
ま
し
た
。

□
経
常
収
支
比
率
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

　

経
常
収
支
比
率
は
、
市
の
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
示
す
比
率
で
す
。
地
方
税
や
普

通
交
付
税
な
ど
毎
年
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
財
源
が
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
の
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充

て
た
割
合
。
こ
の
指
数
が
高
い
ほ
ど
、
財

政
構
造
が
硬
直
化
し
て
、
新
し
い
事
業
に

一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
昨
年
度
の　

・
１�
か
ら
、　

・

８９

９０

４�
と
な
り
、
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

ま
し
た
。

□
健
全
化
の
判
断
基
準
を
ク
リ
ア

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
の
健

全
化
判
断
比
率
と
、
公
営
企
業
会
計
ご
と

に
、
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
、
監
査
委

員
の
審
査
、
議
会
へ
の
報
告
、
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
指
標
に
、
早
期
健
全
化
基
準
（
市
に

お
け
る
基
準
）
と
財
政
再
生
基
準
な
ど
を

設
定
。
算
定
し
た
比
率
が
各
基
準
値
を
超

え
る
と
、
早
期
で
は
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財

政
健
全
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
財
政
再
生

基
準
を
超
え
る
と
、
財
政
再
生
計
画
を
策

定
し
、
国
な
ど
の
関
与
に
よ
る
確
実
な
再

生
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
市
の
各
指
標
は
、
健
全
化
を

判
断
す
る
基
準
値
を
、
超
え
て
い
な
い
状

況
で
す
。

▽
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
な
ど
の
実

質
赤
字
額
の
、
標
準
的
な
年
間
収
入
に
対

す
る
比
率
。
参
考
ま
で
に
市
の
数
値
は
、

マ
イ
ナ
ス
６
・
９
７�
で
す
。

▽
連
結
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
な

ど
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
め
た
実

質
赤
字
額
の
、
標
準
的
な
年
間
収
入
に
対

す
る
比
率
。
参
考
ま
で
に
市
の
数
値
は
、

マ
イ
ナ
ス　

・
４
３�
で
す
。

２１

▽
実
質
公
債
費
比
率
＝
標
準
的
な
年
間
収

入
が
、
一
般
会
計
の
負
担
す
る
借
金
な
ど

の
返
済
に
、
ど
の
く
ら
い
充
て
て
い
る
か

の
、
過
去
３
年
間
の
平
均
値
。
繰
上
償
還

を
除
く
通
常
償
還
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
度
の　

・
９�
か
ら
、
０
・
３

１３

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し　

・
２�
で
す
。

１４

▽
将
来
負
担
比
率
＝
一
般
会
計
が
背
負
っ

て
い
る
借
金
な
ど
（
企
業
会
計
や
特
別
会

計
を
含
む
）
が
、
一
般
会
計
の
標
準
的
な

年
間
収
入
の
何
年
分
か
を
示
す
も
の
。
本

年
度
は
１
０
０
・
７�
で
す
。

▽
資
金
不
足
比
率
＝
公
営
企
業
ご
と
の
資

金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
。

公
営
企
業
ご
と
に
算
出
し
ま
す
。

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字の場合「―」で表します。

※資金不足がない場合「―」で表します。

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
一
部
施
行
さ
れ

２０

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
平
成　

年
３

２１

月　

日
現
在
で
整
備
し
た
建
物
や
土
地
、

３１

金額資産の部

１,２５２億８５百万円

公共資産
学校や道路の建設、土地購
入などに使われたお金の
総額

（１２億６５百万円）（うち未使用の資産）

９９億８２百万円

投資など
関係団体への出資金や公
共施設整備ほかに蓄えて
いるお金

４３億２４百万円

流動資産
現金や貯金、必要なときに
現金化することができる
積立金、市税などの未収金

１,３９５億９１百万円合計

金額負債の部

４０６億３２百万円

固定負債
借入金である地方債（市
債）など将来負担しなけれ
ばならないもの

４４億２８百万円
流動負債
翌年度に支払いや返済を
するもの

４５０億６０百万円計

金額純資産の部

２１８億５１百万円国・県からの補助金

７２６億８０百万円一般財源などの自主資金

９４５億３１百万円計

１,３９５億９１百万円合計

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

□
資
産
は
１
人
当
た
り
約
２
５
０
万
円

バランスシート （平成２１年３月３１日現在）

　

ま
た
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
資
産
は
２
５
０
万
３
千
円
、
負
債
が

８
０
万
８
千
円
、
純
資
産
が
１
６
９
万
５

千
円
と
な
り
ま
す
。（
平
成　

年
３
月　

２１

３１

日
現
在
の
人
口
５
５
７
７
０
人
）

基
金
な
ど
、
ど
の
く

ら
い
の
資
産
が
市
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
負
債
（
将

来
負
担
す
る
も
の
）

と
、
純
資
産
（
今
後

返
済
の
必
要
の
な
い

も
の
）
が
、
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
を
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
企
業
会
計
で
い
う

貸
借
対
照
表
で
、
左

側
が
資
産
、
右
側
が

負
債
と
純
資
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
資
産
合
計

は
、
１
３
９
５
億
９

１
百
万
円
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
９

４
５
億
３
１
百
万
円

（
約　
�
）は
過
去
か

６８
ら
こ
れ
ま
で
に
形
成

さ
れ
た
も
の
で
、
４

５
０
億
６
０
百
万
円

（
約　
�
）は
将
来
世

３２
代
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概
要

□
１
人
当
た
り
約　

万
円
掛
か
っ
た

４１

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
企
業
会
計
で

い
わ
れ
る
損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も
の

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
資
産
や
負
債

の
状
況
を
表
す
の
に
対
し
、
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
で
は
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
や
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
受
益
者
負
担
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
仕
事
に
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
に
対
す
る
助
成
や
支
援
費
な
ど
、
人

的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
、
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

２０

掛
か
っ
た
費
用
は
、
２
３
７
億
６
２
百
万

円
。
そ
の
う
ち
、
使
用
料
な
ど
受
益
者
が

負
担
し
た
額
の
８
億
７
４
百
万
円
を
除
く

純
粋
な
行
政
コ
ス
ト
は
、
２
２
８
億
８
８

百
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
市
民
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、　

万
４
百
円
の

４１

コ
ス
ト
が
掛
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度

２０

市
の
決
算
概
要

9　2009.11.1

金額経常行政コスト

５６億２８百万円
人にかかるコスト　
人件費、退職給与引当金など

９０億５４百万円
物にかかるコスト　
電気料、修理など維持補修費、減価償却費など

７６億６１百万円
移転支出的なコスト　
高齢者や児童などへの手当（扶助費）、団体への補助金、
特別会計への繰出金など

１４億１９百万円
その他コスト　
市債の利子、時効により納入されなかった税金（不能欠
損金）など

２３７億６２百万円合計

金額経常収益

７億３１百万円使用料、手数料

１億４３百万円分担金、負担金、寄付金

８億７４百万円合計

２２８億８８百万円（差し引き）純経常行政コスト

（平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで）行政コスト計算書純
資
産
計
算
書
の
概
要

□
資
産
の
期
末
残
高
が
約
４
億
減
少

　

こ
の
純
資
産
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
純
資
産
に
計
上
さ
れ
て
い
る
各

数
値
が
、
１
年
間
で
ど
の
よ
う
に
増
減
し

た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
純
資
産
残
高
は
、
９

２０

４
５
億
３
１
百
万
円
。
こ
れ
は
、
昨
年
度

資
金
収
支
計
算
書
の
概
要

□
歳
計
現
金
は　

百
万
円
の
増
額

２０

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
１
年
間
の
資
金

の
出
入
り
を
、
性
質
の
異
な
る
３
つ
の
区

分
に
分
け
て
表
し
た
も
の
で
す
。

　

３
つ
の
区
分
は
、
人
件
費
や
物
件
費
、

社
会
保
障
給
付
な
ど
日
常
の
行
政
活
動
に

係
る
「
経
常
的
収
支
」、
公
共
事
業
に
係
る

「
公
共
資
産
整
備
収
支
」、
投
資
活
動
や
借

金
の
返
済
に
係
る
「
投
資
・
財
務
的
収
支
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う

な
活
動
に
資
金
を
必
要
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
賄
っ
た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

歳
計
現
金
は
、
１
年
間
で
２
０
百
万
円

の
増
額
で
す
。

　

経
常
的
な
収
支
は
、　

億
７
１
百
万
円

６６

と
収
支
余
剰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
公
共
資
産
整
備
に
係
る
収
支
と

投
資
・
財
務
的
に
係
る
収
支
で
は
、　

億
６６

５
１
百
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
経
常
的
な
収
支
、
す
な
わ
ち
一

般
財
源
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

末
と
比
べ
て
、
４
億
９
百
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
純
粋
な
経
常
行
政
コ
ス
ト
の
２
２

８
億
８
８
百
万
円
は
、
地
方
税
な
ど
の
一

般
財
源
１
９
１
億
７
０
百
万
円
と
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金　

億
２
２
百
万
円
を
加

３５

味
し
て
も
、
１
億
９
６
百
万
円
の
コ
ス
ト

超
過
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
計
算
書
か
ら

分
か
り
ま
す
。

金額項目

９４９億４０百万円期首純資産残高

△２２８億８８百万円　（純経常行政コスト）

１９１億７０百万円　（一般財源）

３５億２２百万円　（補助金）

△２億１３百万円　（臨時損益など）

９４５億３１百万円期末純資産残高

純資産変動計算書

金額項目

１３億８１百万円期首歳計現金残高

２０百万円資金増減額

６６億７１百万円　（経常的収支）

△２０億１６百万円　（公共資産整備収支）

△４６億３５百万円　（投資・財務的収支）

１４億０１百万円期末歳計現金残高

資金収支計算書



　

平
成　

年
度
か
ら
恵
那
駅
前
か

１７

ら
国
道　

号
ま
で
の
地
区
で
、
ま

１９

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　

こ
の
た
び
、
本
事
業
に
関
す
る

市
の
評
価
を
行
い
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
公
表
し
ま
す
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
公
表
】

□
期
間　
　

月
２
日�
―　

日�

１１

１６

□
閲
覧　

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）
の
ほ

か
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
課
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
窓
口

の
閲
覧
は
、
開
庁
時
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）

【
意
見
の
受
け
付
け
】

□
締
め
切
り　
　

月　

日�

１１

１６

□
方
法　

①
住
所
②
氏
名
（
団
体

名
）
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
意
見

―
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
提
出
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

意
見
の
提
出
は
、
市
内

在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

□
そ
の
他　

頂
い
た
意
見
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
し
ま

す
。

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課

（
内
線
２
１
８
）�

m
achi@

city.e
na.lg.jp

□
と
き　
　

月　

日�
午
前　

時

１１

２８

１０

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

□
内
容　

矢
作
ダ
ム
見
学
（
当
日

に
申
し
込
み
が
必
要
）、
炭
窯
出

し
体
験
、
炭
と
親
し
む
コ
ー

ナ
ー
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
実
演
・
即
売
、
矢
作
ダ

ム
水
源
地
域
物
産
展
、
も
み
が
ら

焼
き
イ
モ
の
販
売
、
豚
汁
配
布
な

ど
（
焼
き
イ
モ
と
豚
汁
は
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）

　
　

奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー�
５
２
―
２
４
１
１

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
を「
Ｉ
Ｔ
化
・

国
際
化
と
税
」
と
し
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
ま
た
自
宅
や
オ
フ
ィ

案
内

奥
矢
作
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
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国
道　

号
大
崎
交
差
点
の
歩
道
橋
を
撤
去

１９

ス
か
ら
の
申
告
や
納
税
、
各
種
申

請
・
届
出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

る
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
X
）
の
周
知
と
利

用
促
進
に
も
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

□
期
間　
　

月　

日�
―　

月　

１１

１１

１１

１７

日�□
そ
の
他　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w
w
.nta.go.jp

）に
特
集
ペ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
　

中
津
川

税
務
署�

０
５
７
３

―
６
６
―

１
２
０
２

　

ほ
っ
と
一
息
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム

に
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ッ
キ
ー
な
ど

の
お
や
つ
は
い
か
が
で
す
か
。
親

子
で
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。

□
と
き　
　

月　

日�
午
前　

時

１１

１４

１０

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館　

調
理
室

□
講
師　

カ
ス
ト
ー
デ
ィ
オ
・
ニ

コ
ラ
ス
さ
ん
（
市
A
L
T
）

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

□
そ
の
他　

調
理
の
で
き
る
服
装

□
参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　

市
国
際
交
流
協
会�
２

６
―
１
８
６
８

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

・
国
道
は
工
事
の
進
行
に
よ
り
、

通
行
す
る
車
線
と
歩
道
の
位
置

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い

・
工
事
期
間
中
は
正
家
交
差
点

周
辺
の
歩
行
者
が
増
え
ま
す
。

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す

□
工
事
期
間　
　

月
９
日�
―

１１

平
成　

年
秋
（
予
定
）

２２

　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
（
内

線
２
１
７
）

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

の
事
後
評
価
原
案
を
公
表

問

問

申
・
問

　

長
島
町
大
崎
地
内
で
国
道　
１９

号
と
市
道
の
交
差
点
改
良
工
事

を
行
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、

国
道　

号
の
４
車
線
化
と
そ
れ

１９

に
接
続
す
る
市
道
の
２
車
線
化

を
行
い
、
新
た
に
信
号
機
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

・
国
道
の
横
断
歩
道
橋
は
架
け

替
え
ま
す
の
で
、
工
事
期
間
中

は
正
家
交
差
点
へ 
迂  
回 
し
て
く

う 

か
い

だ
さ
い

問

税
を
考
え
る
週
間

ア
メ
リ
カ
ン
料
理
を

　
　
　
　

作
り
ま
せ
ん
か

申
・
問

▲キャラクターの
    イータ君

２５７

１９

至岩村

至恵那駅
恵那市役所

市中央
図書館

至
瑞
浪
市

至
中
津
川
市

正家交差点

工事場所

11　2009.11.1

　
　ことしの３月２７日から申請の受け付けを始め、９月２８日に、給
付金事業を終えました。市民の皆さんから協力をいただき、終了
することができました。市の定額給付金と、子育て応援特別手当
の給付状況の詳細について、お知らせします。
　　企画課（内線３３１）

予
防
、
雇
用
の
安
定
、
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
各
種

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
未
加
入

の
事
業
主
は
す
ぐ
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

最
寄
り
の
労
働
保
険
事
務
組

合
、
労
働
基
準
監
督
署�
２
６
―

２
１
７
５
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク�
２

６
―
１
３
４
１
、
岐
阜
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室�
０
５
８
―
２
４

５
―
８
１
１
５

　

県
恵
那
保
健
所
で
は
、
ひ
き
こ

も
り
や
、
社
会
と
の
交
流
を
控
え

が
ち
な
若
者
を
支
え
る
た
め
、
家

族
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
社
会

と
の
接
触
を
苦
手
と
し
て
い
る
若

者
の
家
族
を
対
象
に
、
心
理
や
支

援
に
つ
い
て
、
学
ぶ
た
め
の
家
族

学
習
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
第
１
回
】

□
テ
ー
マ　

ひ
き
こ
も
り
の
現
状

や
気
持
ち
に
つ
い
て
受
け
止
め
、

語
り
ま
し
ょ
う

□
と
き　
　

月　

日�
午
後
１
時

１１

２６

半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎
南
棟

会
議
室

□
と
き　
　

月　

日�
午
前
９
時

１１

１４

―
午
後
２
時

□
と
こ
ろ　

三
郷
町
内
各
所

□
内
容　
 
茅  
葺 
の
家
、
野
井
ア
グ

か
や 
ぶ
き

リ
公
園
な
ど
各
所
に
設
け
ら
れ
た

イ
ベ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
で
、
町
内
で

収
穫
さ
れ
た
秋
の
味
覚
を
味
わ
い

ま
す
。

　
　

三
郷
振
興
事
務
所�
２
８
―

１
０
０
１

　　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
場

は
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

も
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

　

時
間
以
上
で
、
雇
用
の
見
込
み

２０が
６
カ
月
以
上
の
場
合
は
、
雇
用

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

事
業
主
に
対
し
て
は
、
失
業
の

□
と
き　
　

月　

日�
午
前
９
時

１１

１５

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺（
中
津
川
市
）

□
内
容　

野
菜
の
即
売
、
農
産
物

品
評
会
、
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー

ル
、
農
畜
産
物
展
示
販
売
、
も
ち

投
げ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
。

　
　

東
美
濃
農
業
協
同
組
合
営
農

部�
０
５
７
３
―
７
８
―
０
１
３

７
　

三
郷
町
で
美
し
い
田
園
風
景
や

ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
る
散
歩
道

を
散
策
し
な
が
ら
、
秋
の
実
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

□
内
容　

▽
講
話
＝
「
ひ
き
こ
も

り
、
社
会
と
の
交
流
を
控
え
が
ち

な
若
者
の
気
持
ち
と
は
？
家
族
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い

の
？
」　

▽
講
師
＝
石
井
俊
也
医

師（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
懇
話
会
＝
家
族
と
行
い
ま
す

【
第
２
回
】

□
テ
ー
マ　

家
族
の
力
を
信
じ
よ

う□
と
き　

２
月　

日�
午
後
１
時

２２

半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
総
合
庁
舎 
５

Ａ
会
議
室

□
内
容　

▽
セ
ッ
シ
ョ
ン
＝
家
族

の
心
の
構
え
方
を
通
じ
て
学
ぶ　

▽
講
師
＝
鷲
山
真
弓
氏
（
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
懇
話
会
＝
家
族
と
行
い
ま
す

【
共
通
】

□
対
象　

ひ
き
こ
も
り
や
、
就

学
・
就
労
・
対
人
関
係
に
つ
ま
ず

い
て
社
会
参
加
に
消
極
的
に
な
っ

て
い
る　

歳
以
上
の
方
の
家
族

１６

（
精
神
疾
患
に
よ
る
ひ
き
こ
も
り

の
方
は
別
途
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
）

□
参
加
費  
無
料

□
締
め
切
り　

各
開
催
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む        　

　
　
　
　

県
恵
那
保
健
所　

健
康

増
進
課�
２
６
―
１
１
１
１
（
内

線
２
６
２
）

９月２８日で申請の受け付けが終了しました定額給付金
だより№７ 案

内

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若
者

を
支
え
る
家
族
学
習
会

実
り
の
秋
を
楽
し
む

「
ご
へ
だ
祭
り
」

問

問

問

第
５
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭

問

　

月
は
労
働
保
険
適
用
促

１１進
月
間
で
す

申
・
問

給付率給付済み数総数

９９.５�５５,７７１人５６,０３２人対象者数

９８.８�１９,１８５世帯１９,４１０世帯対象世帯数

９９.６�８６８,９５６千円８７２,６４８千円給付額

給付率給付済み数総数

１００�７５７人７５７人対象者数

１００�７２０世帯７２０世帯対象世帯数

１００�２７,２５２千円２７,２５２千円給付額

【定額給付金の状況】

【子育て応援特別手当ての状況】

▲茅葺の家での風景
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大
井
第
二
小
学
校
は
、
来
年
度

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
「
大
井
第
二
小
の
歴

史
を
振
り
返
る
」
を
テ
ー
マ
に
発

表
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
小

学
校
の
昔
の
写
真
な
ど
の
資
料
を

集
め
て
い
ま
す
。
参
考
資
料
を
お

持
ち
の
方
は
、
貸
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
借
り
た
資
料
は
、
責
任

を
も
っ
て
返
却
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　

大
井
第
二
小
学
校
教
頭　

奥

村�
２
６
―
０
７
１
７

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
を

行
う
地
域
や
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
活
動
内
容
に
応
じ
て
補
助
金

も
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
募
く

だ
さ
い
。

□
対
象　

実
施
者
５
人
以
上
の
団

体
や
地
域
（
自
治
会
規
模
以
上
）。

市
で
は
、
公
立
保
育
園
保
育
士
の

臨
時
職
員
を
募
集
ま
す
。

□
職
種　

保
育
士

□
人
員　

若
干
名

□
受
験
資
格　

保
育
士
資
格
及
び

幼
稚
園
教
諭
資
格
（
来
年
３
月
取

得
予
定
者
も
可
）、
普
通
運
転
免

許
を
有
す
る
方

□
勤
務
条
件　

賃
金
（
日
額
８
０

０
０
円
）・
通
勤
費
別
途
支
給
・

社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保

険
に
加
入

□
勤
務
時
間　

午
前
８
時
半
―
午

後
４
時　

分
、
週
５
日
間
勤
務

４５

□
持
ち
物　

履
歴
書
・
資
格
証

□
締
め
切
り　
　

月　

日�
午
後

１１

１８

５
時
ま
で

□
採
用
試
験
日　
　

月　

日�
午

１１

２０

後
１
時
半

□
採
用　

平
成　

年
４
月
１
日�

２２

　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
施
設
係

（
内
線
２
２
９
）

　

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
出
願
期
間　
　

月　

日�
―
平

１１

１５

成　

年
２
月　

日�

２２

２８

□
説
明
会　

▽
と
き
＝
平
成　

年
２２

１
月　

日�
午
後
１
時
半　

▽
と

１７

こ
ろ
＝
ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み

（
多
治
見
市
豊
岡
町
）

　
　

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン

タ
ー�
０
５
８
―
２
７
３
―
９
６

１
４
〒
５
０
０
―
８
３
８
４
岐
阜

市
薮
田
南
５
―
１
４
―
５
３
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
／
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.u-air.ac.jp

/

□
募
集
団
体　

約　

団
体

１０

□
内
容　

子
育
て
支
援
情
報
誌
の

作
成
、
赤
ち
ゃ
ん
や
そ
の
保
護
者

を
受
け
入
れ
る
活
動

□
そ
の
他　

市
は
補
助
金
の
ほ
か

作
成
し
た
情
報
誌
の
配
布
、
各
種

助
言
を
行
い
ま
す
。

□
活
動
期
間　

平
成　

年
度
中

２１

□
締
め
切
り　
　

月　

日�

１１

３０

　
　
　
　

少
子
化
対
策
推
進
室�

２
５
―
１
１
５
５

　

た
だ
い
ま
来
年
４
月
入
学
生
を

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

臨
時
保
育
士

大
井
第
二
小
学
校
の
歴
史

資
料 募

集

放
送
大
学
４
月
入
学
生

問

問

申
・
問

産業観光・体験ツアー
～ものづくり体験と日本百選棚田巡り～
　管内の企業の優れた技術・商品を皆さんに体験など通

じて知っていただくことで、地域産業のイメージアッ

プとＰＲを図り、また、地域経済を振興するために体験

ツアーを開催します。

　皆さんの参加を、お待ちしています。

□とき　１１月１８日�　午前８時～午後４時

□集合場所　恵那商工会議所

□参加費　２,０００円／人（バス・体験・昼食・ソバ１人

前の土産を含む）

□定員　３５人（先着順）

□コース　恵那商工会議所～リコーエレメックス�～

道の駅らっせぃみさと～恵那楽器�～中野方坂折棚田

見学～恵那商工会議所

□その他　参加費は当日徴収します。

　　　　恵那商工会議所総務課（担当：市川）�２６-１２１１

　来年度の市まちづくり市民活動推進助成事業に、応

募を考えている皆さんの事前相談日を設けました。　活

動計画の立て方や、助成金の使途について説明、相談を

します。お気軽にお越しください。

□予約相談　火、水、木、金曜日で希望の時間（月曜日

と土曜日の午前中は予約なしでも相談に応じます）

※まちづくり市民活動推進助成事業とは、市民が仲間ととも
に、子育てや福祉、環境、地域の活性化などの課題について、
自分たちでよくしていこうとする活動に、市が経費の全額か一
部を助成するものです。

　　市まちづくり市民協会（中公民館１階）�２０-０６５７

まちづくり市民活動助成金

11月は事前相談月間です

問

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
地
域
デ

ビ
ュ
ー
事
業

問

▲生ごみ減量を行うグループ ▲グループで花植え活動を行う

問・申

▲城ｹ丘保育園のようす

13　2009.11.1

し
た
と
き
に
、
必
要
に
応
じ
て
問

い
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

※
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
市
役
所
か
ら
A
T
M

（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
市
役
所
か
ら
の
電
話
と
名

乗
っ
て
も
、
不
審
な
と
き
は
市
役

所
な
ど
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う

　
　
 
会
計
課
（
内
線
１
１
１
）

□
展
示　

▽
と
き
＝　

月
９
日�

１１

―　

日�
午
前
８
時
半
―
午
後
８

１４

図版 川瀬巴水 仙台評定河原（大正８）夏

秋季特別企画展
広重と巴水―日本の風景
１０/２８�～１１/２９�

特別展観

　広重と巴水は、一般大衆に愛される風景版画家
として肩を並べています。歌川広重と「昭和の広
重」と称された巴水、二人が描いた日本の美しい風
景を、展示します。

第１日曜日は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　　中山道広重美術館�２０-０５２２

【学芸員によるギャラリートーク】※無料
□とき　１１月８日�午後１時半（約２０分間）
【幽遊会による作品ガイド】※無料
□とき　随時
【抹茶と栗きんとん】※４００円
□とき　土、日曜日、祝日（会期中）午前９時半～
午後４時
□ところ　メーンラウンジ（１階）
【映画上映】※無料
□とき　土、日曜日、祝日（会期中）
□内容　版画に生きる川瀬巴水

問

時
（
９
日
は
、
午
後
１
時
―
８
時
）

□
表
彰
式　

▽
と
き
＝　

月　

日

１１

１５

�
午
前　

時
１０

□
と
こ
ろ　

市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
３
階
防
災
研
修
室

□
そ
の
他　

岐
阜
県
知
事
賞
、
恵

那
市
長
賞
ほ
か
１
０
７
点
を
展

示
、
表
彰
し
ま
す
。

　
　

消
防
本
部
予
防
課�
２
６
―

０
１
１
９
（
内
線
２
６
１
）

□
テ
ー
マ　
「
目
標
達
成
の
た
め

の
心
・
技
・
体
〜
夢
を
夢
で
終
わ

ら
せ
た
く
な
い
〜
」

□
と
き　
　

月　

日�
開
場
午
前

１１

２９

　

時
半
（
開
演
午
前　

時
）

１０

１１

□
と
こ
ろ　

上
矢
作
公
民
館
講
堂

□
講
師　

奥
村
幸
治
氏
（
パ
ー
ソ

ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
）

□
入
場
料　

無
料

　
　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
部
（
上
矢
作
振
興
事
務
所

内
）�
４
７
―
２
１
１
１

　　

実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
子
育

て
応
援
特
別
手
当
（
平
成　

年
４

１５

月
２
日
か
ら
平
成　

年
４
月
１
日

１８

生
ま
れ
の
児
童
に
３
万
６
千
円
を

支
給
）
は
、
国
が
執
行
を
停
止
し

た
こ
と
を
受
け
、
市
で
も
支
給
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

７
）

　

市
で
は
、
明
知
鉄
道
に
お
い
て

次
の
日
程
で
、 
D 
M
V
の
夜
間
試

※

験
走
行
を
実
施
し
ま
す
。
通
常
運

行
の
終
了
後
に
行
う
た
め
、
深
夜

に
踏
切
な
ど
が
鳴
り
、
騒
音
な
ど

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き　
　

月　

日�
―　

日�

１１

１２

１５

午
後　

時
頃
―
午
前
５
時
頃

１０

□
実
施
区
間　

岩
村
駅
か
ら
明
智

駅
ま
で
の
間

　
　

商
工
観
光
課（
内
線
５
２
２
）

　

十
六
銀
行
南
恵
那
支
店
に

口
座
を
お
持
ち
の
方

第　

回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

２８
展
の
表
彰
式

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　
　

月
９
日�
に
十
六
銀
行
南
恵

１１
那
支
店
が
恵
那
支
店
に
統
合
さ
れ

ま
す
。
統
合
に
伴
い
、
市
で
の
口

座
振
替
と
口
座
振
り
込
み
の
取
り

扱
い
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

【
市
税
や
保
険
料
、
保
育
料
、
水
道

料
な
ど
の
納
付
を
口
座
振
替
で
利

用
の
方
】

　

手
続
き
は
不
要
で
す
。（
十
六

銀
行
と
市
で
恵
那
支
店
の
新
口
座

へ
の
変
更
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

統
合
日
以
降
の
口
座
振
替
は
、
新

口
座
か
ら
引
き
落
し
ま
す
。
登
録

口
座
を
恵
那
支
店
の
新
口
座
以
外

に
希
望
す
る
場
合
は
、
変
更
の
手

続
き
を
金
融
機
関
か
市
役
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
）

【
市
か
ら
の
受
け
取
り
を
振
込
口

座
で
利
用
の
方
】

▽
市
か
ら
案
内
が
届
い
た
方
＝
市

か
ら
定
期
的
に
振
り
込
み
が
見
込

ま
れ
る
方
に
は
、
市
か
ら
口
座
変

更
に
関
す
る
案
内
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
案
内
に
沿
っ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
市
か
ら
案

内
が
な
い
方
＝
手
続
き
は
不
要
で

す
。
市
か
ら
の
振
り
込
み
が
発
生

案
内

問 問Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
夜
間
試
験
走
行

を
実
施

平
成　

年
度
版
「
子
育
て
応

21

援
特
別
手
当
」
の
停
止

問

問問

※
Ｄ
Ｍ
Ｖ
＝
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー

ク
ル
の
略
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
線
路
と
道
路
で
走
行
可

能
な
車
両



広報えな　14　：問い合わせ　　：申し込み問 申

　市町村合併により新恵那市が誕生して、ことしで
５周年を迎えます。この節目を祝うため、記念式典
を開催します。当日は被表彰者や招待者のほかに市
民の皆さんにも、参加いただけるように席を設けて
おります。ぜひ、ご参加ください。
※客席数には限りがあります

□とき　１１月８日�午前１０時～正午
□ところ　恵那文化センター大ホール
□内容　市勢功労表彰、アトラクション、市内の物
産展コーナーなど
□参加方法　当日会場までお越しください。
　　総務課秘書係（内線３１２）

子どもの考える力を伸ばす親子関係の作り方　

「親業」講座体験会
　親の思いや愛情が、子どもに届かない。そん
な、いらだちやむなしさなど、子育ての悩みは、
誰もが経験していることでしょう。
　子どもの自尊心をなるべく傷つけず、相手へ
の思いやりを育て、考える力を身に付けさせる
接し方や話し方を、具体的に学びます。ファク
スかメールで申し込みください。
□とき　１１月１３日�午前１０時～正午（終了後、
昼食をしながらの歓談もあります）
※希望者には１,０００円で昼食を用意します
□定員　２０人
□ところ　東海神栄電子工業�研修センター４
階（岐阜県恵那市大井町６３０―１）
□講師　太田智恵子さん（親業インストラク
ター）
□参加費　３００円
□託児　若干名（先着順、３００円必要）
□締め切り　１１月１２日�
※弁当と託児は１１日�までに申し込みください。
　　　　自然育児サークルしおむすび（林）�
０９０-１９８０-６７９０�０５６１-８４-８４２２�siomusubi.mail＠
gmail.com

１２月期講座　　　　　　　　　　　　　

　パソコンサポートクラブ

□とき　１２月１日�、８日�、２２日�午前９時
半～１１時半、１８日�午後１時～３時
□ところ　恵那文化センター視聴覚室 
□内容　マウス・キーボードの使い方、メール
の送受信の基本操作を丁寧に説明します。
□講座経費　５５０円（別途テキスト代９００円）
□定員　１８人（先着順）
□締め切り　１１月１０日�午前１０時から開講日前
日まで。（初めて受講す
る方は、１１月２３日�ま
でに申し込めば優先さ
れます。再受講者の受
講の可否は、１１月２４日
�以降に連絡します）
　　　　パソコンサポートクラブ�０９０-４２６５-
９７２７

父子家庭の祖父母会　　　　
□とき　１１月１０日�午前１０時～正午
□ところ　共同福祉会館
　　露木淳子�２６-２６６０

　『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや
各種募集などを市内に周知するためのコーナーです。
（営利目的・宗教・政治に関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�
２６-２１１１（内線３１４）

申・問

申・問

恵那市制５周年記念式典を開催

問

問

15　2009.11.1

ビバ！！地場フェスタ
　　ｉｎＥＮＡ２００９開催

▲㊤筋力が衰えた高齢者をサポートする
ロボットスーツＨＡＬ㊥廃棄物を恐竜
アートにした「ゴミラ」㊦世界最小の二足
歩行型ロボット「アイソボット」

　「みてみよう！やってみよう！たべてみよう！」をテーマに
市内で生産されている工業製品、特産品、農産加工品が一堂
に会し、恵那の産業に直接触れ、学ぶことができます。
□とき　１１月１５日�午前９時～午後４時
□ところ　まきがね公園体育施設
□問い合わせ　恵那産業博覧会実行委員会（恵那商工会議所内）
�２６-１２１１

【ものづくり講演会】

□とき　午後１時半～３時
□講師　谷田利景氏（�ポッカコーポレーション創業者）
□テーマ　コカ・コーラに挑んだ男

【ジュニアエコノミーカレッジ】

　ビジネスの体験を通して、「自分たちで行う楽しさ」「買って
もらう楽しさ」「仲間が増える楽しさ」の３つの楽しさを感じ
てもらうことを目指し、体験学習をするジュニアエコノミー
カレッジ。５人で１チームを作り、資本金と借入金の２万円
を元手に模擬株式会社を設立します。その中で、ビジネスプ
ラン（仕入れ・販売計画）、販売実習、利益の分配、会社の解
散を体験し、国語や算数で学んでいることの意味や、社会・
株式・税金・金利の仕組みなどを学びます。

【展示イベント】

　企業グループや団体などによる工業生産品と物産品の展
示、発明王コンテスト応募作品の展示、恐竜アート、電動アシ
スト付き自転車、からくり人形実演など。

【体験イベント】

　コピー機になろう、熱闘！絵バトラー、ＨＡＬ体験、鉄で作
ろう恐竜模型、足踏みロクロ体験、特産品が当たる輪投げ、布
ぞうり作り体験など。

プロフィル
●たにだとしかげ　ポッカコーポレーションを創業
し、世界で初めて「缶入りコーヒー」と「冷温兼用
の自動販売機」を世に送り出す。現在は、若手開発
マンの育成に尽力するとともに、尾張の食文化「き
しめん」の再興と中部地域の食の活性化に奔走する

１１/１５ 日

�2009Prof.Sankai University of Tsukuba / CYBERDYNE Inc. 
ALL Rights Reserved.
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長
島
保
育
園
の
３
歳
以
上
の
園
児　

人
は
、
晴
天
に
恵

６２

ま
れ
た　

月　

日
、
秋
の
遠
足
と
合
わ
せ
て
岩
村
保
育
園

１０

２１

と
交
流
し
ま
し
た
。
岩
村
町
へ
は
、
明
知
鉄
道
の
ふ
れ
あ

い
列
車
を
利
用
。
明
知
鉄
道
に
乗
る
の
は
初
め
て
と
い
う

園
児
も
い
て
、
列
車
か
ら
の
景
色
や
2
カ
所
あ
る
ト
ン
ネ

ル
な
ど
で
は
、
楽
し
そ
う
な
歓
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
岩
村
保
育
園
の
園
児
１
２
０
人
と
合
同

で
、
遊
戯
や
駆
け
っ
こ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
て
、
秋
の

１
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

明
知
鉄
道
の
ふ
れ
あ
い
列
車
で
岩
村
へ

山内  彩  楓 ちゃん
あや か

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

ず
っ
と
笑
顔
で
優
し
い
女

の
子
に
な
っ
て
ね�

広
明
さ
ん
・
仁
美
さ
ん

大井町

冨成  百  々   果 ちゃん
も も か

ま
さ
に
癒
や
し
系
な
百
々

果�
笑
顔
を
忘
れ
ず
元
気

い
っ
ぱ
い
で
い
て
ね
。

晴
樹
さ
ん
・
香
織
さ
ん

安藤  勇  斗 くん
はや と

１
歳
お
め
で
と
う�
お
姉

ち
ゃ
ん
２
人
と
仲
良
く
元

気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
。

忠
宏
さ
ん
・
ひ
ろ
美
さ
ん

山岡町

伊藤  咲  穂 ちゃん
さき ほ

お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ

ん
大
好
き�
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
、
さ
き
ほ
だ
よ
★

暢
敏
さ
ん
・
真
理
さ
ん

水野  立  登 くん
りつ と

誕
生
日
お
め
で
と
う�
こ

れ
か
ら
も
元
気
よ
く
育
っ

て
ね�尊

文
さ
ん
・
ひ
と
美
さ
ん

長島町

木村  綜  志 くん
そう し

お
姉
ち
ゃ
ん
２
人
と
綜
志

の
笑
顔
が
幸
せ
に
し
て
く

れ
ま
す
。

崇
幹
さ
ん
・
早
千
江
さ
ん

長島町 １１月生まれのお誕生日 大井町東野
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　大井町銀座通りで１０月３日に、中秋の名月お月見参り

の行列がありました。浴衣を着、メークを施してキツネ

に 扮 した一行は、街中を練り歩きました。この後、まち
ふん

なか多目的広場で紙芝居などを楽しみました。

　９月２３日に岩村町富田地区で、第１６回秋の月待ちお堂

めぐりが開催されました。約７�のコースには、地元の

方による枝豆や漬物などのサービスがあり、約１０００人の

参加者は、秋の味覚とウオーキングを楽しみました。

　岩村町秋祭り行事の 神 
み

 輿 
こし

 渡 
と

 御 行列が、１０月４日に岩村
ぎょ

町本通りで行われました。雅楽が鳴り響く中を、平安朝

期の古式豊かな衣装で、総勢約３００人により繰り広げら

れた行列。花馬などを引く、小学生の姿もありました。

　笠置町毛呂窪にある 蘇  原 神社で、１０月４日、市の無形
そ はら

民俗文化財でもある剣の舞が奉納されました。真剣を

両手に持ち勇壮に舞う剣の舞に、集まった地元関係者や

見物客約４００人は見入っていました。

　１２月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１１月１６日�までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ掲載の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
�２６-２１１１（内線３１９） 近藤  燦 くん

さん

誕
生
日
お
め
で
と
う
。
燦

の
お
か
げ
で
、
毎
日
楽
し

い
よ�

譲
さ
ん
・
奈
津
紀
さ
ん

上矢作町

北澤  進  太  郎 くん
しん た ろう

い
つ
も
笑
顔
の
進
ち
ゃ

ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

崇
さ
ん
・
雅
世
さ
ん

岩村町

曽我  仁  哉 くん
じん や

食
い
し
ん
坊
の
ジ
ン
ヤ
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

芳
秋
さ
ん
・
み
ほ
さ
ん

三郷町

田中  絢  大 くん
けん た

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
し
て
ね
。

実
さ
ん
・
美
香
さ
ん

長島町

渡辺  巧  樹 くん
こう き

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て

く
だ
さ
い
。

洋
平
さ
ん
・
恵
理
子
さ
ん

大井町

高山  奏  花 ちゃん
そよ か

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

い
つ
も
み
ん
な
に
幸
せ
を

あ
り
が
と
う�亮

さ
ん
・
恵
美
さ
ん

大井町

キツネに扮してお月見参り 実りの秋をお堂めぐりで楽しむ

神輿渡御行列が雅楽と共に練り歩く 真剣を持った獅子が舞う
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　１０月１１日、東野小学校体育館で、地歌舞伎の公演があ

りました。約３００年前から続く伝統芸能で、ステージに

は、色鮮やかな衣装に身を包んだ役者たちが、見得を切

るりりしい姿で、観客を魅了していました。

　市の有形民族文化財に指定されている重箱獅子の舞

が、１０月１１日、三郷町野井地区の舟守山武並神社で行わ

れました。この重箱獅子には、戦国時代に徳川家康が命

拾いをした伝説が、今も語り継がれています。

　まもなく生誕１６０年を迎える日本洋画「山本芳翠」生

家の看板除幕式が、１０月１６日に行われました。明智町出

身の山本芳翠は、日本洋画の父と称され、代表作に「灯

を持つ乙女」「浦島」などがあります。

　来年６月に開催される第３０回全国豊かな海づくり大

会に向けて、１０月１５日に回遊旗リレーが始まりました。

これは庄内川・土岐川流域の源流部が市にあるため。回

遊旗は、関係市町村を回って来年４月に戻ってきます。

　登り窯がある山岡陶業文化センターで火入れに合わ

せ、１０月１８日登り窯フェアが行われました。会場では、

子どもたちに陶土に親しんでもらおうと、陶土の生成の

際にできる砂を使った「宝探し」などが行われました。

　県指定無形民族文化財の中山太鼓の奉納が、１０月１８日、

串原の中山神社で行われました。おはやしに合わせ、す

りこぎ状のばちで、順に交代しながら打ち鳴らします。

威勢のいい太鼓の音が、神社の境内に響き渡りました。

３００年の歴史を伝える東野の歌舞伎 戦国時代を今に伝える獅子舞

山本芳翠生家の看板を除幕 回遊旗のリレーが恵那市から始まる

１,５００人でにぎわった登り窯フェア 勇壮で熱気あふれる中山太鼓の打ち鳴らし

19　2009.11.1

輝
く

恵
那
人

　
「
私
な
ん
て
、
ま
だ
ま
だ
ほ
か
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
で
す
か

ら
」と
話
し
て
く
れ
た
の
は
牧
野
香
さ
ん
。

　

牧
野
さ
ん
は
、　

年
４
月
か
ら
ペ
ン
ギ

２０

ン
ク
ラ
ブ
の
実
行
委
員
長
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
地
域
の
方
と
大

井
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
を
深
め

る
た
め
に
、
有
志
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
ペ
ン

ギ
ン
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
の
で
す
。
活
動

は
、
保
護
者
と
地
域
の
方
で　

人
程
度
。

２５

月
に
一
回
、
大
井
小
学
校
で
飛
行
機
作
り

や
紙
芝
居
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
お

団
子
作
り
は
一
番
の
人
気
で
す
。

　

牧
野
さ
ん
は
、
結
婚
し
て
恵
那
市
に
来

ま
し
た
。
知
り
合
い
も
い
な
い
中
で
子
育

て
を
し
、
出
産
後
体
調
を
崩
し
て
、
つ
ら

い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
孤
立
し
て
「
助

け
て
」と
い
え
な
い
環
境
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
時
、
知
人
か
ら
ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ

ま
し
た
。「
は
じ
め
は
、
興
味
本
位
で
す
。

自
分
の
子
ど
も
が
、
学
校
の
中
で
ど
う
し

て
い
る
の
か
、
知
り
た
か
っ
た
」

　

し
か
し
、
実
際
に
や
る
と
「
自
分
の
子

ど
も
を
見
る
余
裕
は
、
全
く
な
い
で
す

よ
。
気
が
付
く
と
、
声
が
大
き
く
な
っ
て

ま
す
。　

人
も
子
ど
も
が
い
る
の
で
大
変

９０

で
す
」
と
笑
っ
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
、
３
年
生
ま
で
の
児

童
が
約　

人
登
録
し
て
い
ま
す
。
保
護
者

９０

が
主
体
の
活
動
の
た
め
、
進
行
を
気
に
す

る
あ
ま
り
、
口
調
が
厳
し
く
な
る
こ
と

も
。
そ
ん
な
時
も
地
域
の
方
は
「
ま
あ
、

い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
大
ら
か
に
対
応
。
程

良
い
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
す
。「
人

を
集
め
て
、
一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
い

く
の
は
大
変
。
本
当
に
、
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
て
の
私
が
あ
り
ま
す
」
と
委
員
長
の

実
感
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
は
、
両
親
が
子
供
の

食
料
を
採
り
に
行
っ
た
と
き
は
、
若
い
ペ

ン
ギ
ン
が
残
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
守
る
そ

う
で
す
。
私
た
ち
も
、
そ
ん
な
子
育
て
が

で
き
た
ら
い
い
な
…
」
そ
れ
が
、
名
前
の

由
来
だ
そ
う
で
す
。

　

一
人
で
は
な
く
地
域
で
子
育
て
で
き
る

環
境
を
目
指
し
、
今
日
も
牧
野
さ
ん
は
子

ペ
ン
ギ
ン
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

大
井
小
学
校
で
子
ど
も
教
室
を
開
催

地
域
で
交
流
み
ん
な
で
子
育
て

 
牧  
野  

ま
き 

の

 
香 
さ
ん　
　

歳

か
お
り

３４

大
井
町
長
島

６１



この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　ヘボ（ 地  蜂 ）の幼虫を使った恵那地方の郷土食。ヘボ
じ ばち

とは、学名をクロスズメバチと言い、地中に巣を作り、
体長は 2�ほど。ハチの子を食べる文化は長野から岐
阜、愛知県にかけての山間地域で盛んである。海がない
ために、昔から食材には苦労しており、そんな中でヘボ
は肉や魚に代わる貴重なタンパク源としてはもちろん、
健康増進に役立つ 滋  養  源 として親しまれてきた。

じ よう げん

　おいしいお米とへボをしょうゆ味でふっくらと炊き上
げるヘボ飯のほか、香ばしい食感のヘボ
の甘露煮など、数々のヘボ料理
は秘伝の郷土料理と
して代々受け継がれ
ている。

『広報えな』１１月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.３円（税込み）です。

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　恵那峡のシンボルともいえる傘岩は、遠

くからでもよく見えることから、古くから

旅人の目印となっていた。

　毎年ヘボの巣の重さを競う「全国ヘボの

巣コンテスト」を開催。出品される巣は、ヘ

ボ愛好家が夏に山中で採取した天然のヘボ

の巣を特製の巣箱に移し、鶏肉や小魚を与

えて大きく育ててきたもの。全国から１０００

人を超える観客が集まりにぎわう。

　傘岩は、恵那峡公園内の林間の小道沿いにある。岩は
黒雲母花崗岩からなり、高さ約４.５�、幅は最も広いとこ
ろで約３.３�、狭いところでは数十�と傘を開いたよう
な形をしていることから傘岩といわれている。しかし、
「傘」というよりはむしろ「きのこ」に似た形をした奇
岩。長年の雨水の浸食や風化が特異な形で進行した例で
あり、柔らかい部分がくびれ、現在の姿になったと言わ
れている。岩の風化現象を示す貴重な標本。１９３４（昭和
９）年に国の天然記念物に指定された。
　恵那峡の両岸には巨岩、奇岩が連なり、独特の景観を
作っているが、この傘岩もここを訪れる観光客の目を楽
しませている。周りにはモミジが植えられており、秋に
は紅葉も美しい。

郷土料理として重宝されるヘボ料理

傘岩１１

ヘボ料理

自然の妙を感じる奇岩

日差しを浴びた傘岩は恵那峡のシンボル

１２
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山里の珍味

▲コンテストには７�を超える巣も登場


